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古来、梅は人口に膳奥され、愛され親しまれ
はなびら

てきた。早春、楚々として咲 く可憐な花弁や腹

郁 と薫る香 りにやわらかい温 もりを感 じてのこ

とであろうか。

梅は中国原産であ り、当地では花中の王 と称

されるの も謂れあってのことであろ う。花弁、

香 り、樹姿、葉な どか らそれぞれや さしさや年

輪や成長を感得することはさして難 くない。

万葉集以前に中国か ら渡来したと言われるこ

の梅は、四性に類別され、さらに数 多くの風雅

な名称 を産んだ。道知辺、紅筆、内裏、難波紅、

浮牡丹、白砂、紅千鳥、雪灯籠、槍浜の月、武

蔵野、摩耶紅、紋隠 し等、品種は三百を超える。

花の実 を重視 した中国産のこの梅が、日本に
はなひら

上陸するや、花弁賞賛へ と変容 してゆ く。加 え

て.香 りの世 界へ と憧憬の念は拡がってゆ く。

それは、如何なる風土に も適応 し得 るおおらか

さとも受け取れる。欧米にこの梅が渡ったとし

ても、この花木は容易に受け入れ ちれるであろ

う。

それは迎合す るのではな く、そしてその存在

は決 して華麗ではないが、周 りに 自然と調和 し、

潤いを与えるであろう。学問や、書籍は、か く

ありたいと願わずにはいられない。梅のもつ品

イ各、や さしさ、やわらかさ、奥ゆか しさに準え

るべ く図書館報 「香散見草」命名の所以 とした

い 。

因みに、梅の異名には香散見草の他に、匂草、
ニのはな

君 子 香 、 香 雪 、暗 香 、 好 文 木 、 木 花 な ど もあ る。

吉 田絃 二 郎 は 「東 洋 芸 術 の 特 長 は た しか に梅

の か す か なつ つ ま しや か な 香 りの 如 く、 そ の あ

る が 如 く、無 きが 如 く、静 か に して 幽 か に 、 く

み つ くせ ぬ 味 の 深 さ に あ る」 とい う。

梅 語 り

理工学部建築学科講師 楠 田 一 夫

香散見草を辞典で引いてみると梅の異称 とあ

った。初め聞 きなれない名前なので文字か ち色

々想像 してみたがなかなか イメージが浮んでこ

ない。しかしとてもロマンチックな名前である。

こんな名前をどの様な人物が名づけたのだろう

か、そちらの方が興味がわいて くる。私の知人

で陶芸家の武田光夫氏はある雑誌に梅について

次のような文章を書いておられた。「……寒気の

中で、そこだけが春を思い出させて くれる、梅

の小枝に咲 く花が、何によりも好 きだ という妻

は、異国に住む私の もとに、小さな白梅の花を

押 し花にして、手紙に入れて送って くれた。ほ

のかに残る芳香に故里の早春 を思いえがいた遠

い日もあった。……」。氏はなが くアメリカで創

作活動 をしておられたので奥様からのお便 りに

うつ り変 る日本の季節をなつかしく感 じておら

れたのであろう。お二人のほのぼの とした暖か

さが梅の花 をとおして伝わって来るようである。

さて表紙のデザインを依頼されてか ら私 も梅

について色々と調べてみた。名前については別

に解説があると思 うのでひかえさせていただ く

が、興味深い話 しがあるので少 し書いてみたい。

明治のは じめ我国も外国にならって国花を定め

る事になった。色々な意見が出されたが最後 ま

で残って争ったのが梅 と桜であった。大議論の

末桜が梅に勝ち、国花は桜 と定められた。 しか

し梅 も桜 も古 くか ら日本人に親しまれ愛されて

きた花である。万葉集でも梅 をよんだ歌は桜に

くらべると3倍 近 くあるという。おそらく桜は

当時の社会的状況か ら見て忠君、愛国そして軍

国主義を進める手段の 工つ として採用されたの

ではないか と想像する。桜はたしかに華やかで

あるが梅は花言葉の通 り忍耐強 く、清楚で品位

がある。現在梅 を国花にしているのは原産地 ど

いわれている中国である。我国には一一説による

と朝鮮の百済から王仁氏が持 って来た とされて

いる。当時は梅の実を薬用 として用い大変貴重

なものとされていた。2年 ほど前、庭に植えた

小 さな梅の木に今年は5つ 実をつけた。我家は

5人 家族、1人1つ づつ、青 く丸 くふ くらんだ

梅の実を明 日食べ ようか、今 日食べ ようか と思

いながら眺める毎Elで ある。
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